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▔税
市
・
府
民
税
の
申
告
は�

�

２
月
18
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
に

　
平
成
30
年
中
に
所
得
が
あ
る
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
を
除
い
て
は
、

市
・
府
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
税
務
署
に
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方

②�

前
年
中
の
収
入
が
給
与
の
み
で
、
支
払

者
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
方

※
前
年
中
の
所
得
が
な
く
て
も
国
民
健
康

　
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
、
就
学

　
援
助
費
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は

　
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
間
　
2
月
18
日
〜
３
月
15
日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分

申
告
場
所　
市
役
所
（
別
館
１
階
）

必
要
書
類
等　
印
鑑
、本
人
確
認
書
類（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、

運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）
年
金

や
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、
国
民
年
金

保
険
料
・
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の

控
除
証
明
書
や
領
収
書
、
生
命
保
険
料
・

地
震
保
険
料
・
長
期
損
害
保
険
料
控
除
証

明
書
、
医
療
費
の
明
細
書
（
医
療
を
受
け

た
方
の
氏
名
・
病
院
ま
た
は
薬
局
名
・
支

払
っ
た
医
療
費
の
額
・
保
険
な
ど
で
補
填

さ
れ
た
額
の
記
載
が
あ
る
も
の
）、
雑
損

控
除
関
係
書
類
（
災
害
に
関
連
し
て
支
出

し
た
や
む
を
得
な
い
修
繕
費
用
等
の
領
収

書
・
保
険
金
等
で
補
填
さ
れ
た
金
額
が
わ

か
る
書
類
）

※
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
医

　
療
費
の
明
細
書
の
添
付
が
必
要
。

※
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
等
で
5
年
間

　
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
（
提
示
や
提
出

　
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
郵
送
に
よ
る
受
付
に
は
、
本
人
確
認
書

　
類
の
コ
ピ
ー
お
よ
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通

　
知
カ
ー
ド
等
の
コ
ピ
ー
の
添
付
が
必
要
。

▼
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方
で
控
除
内

容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
期
限
内

に
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
期
限
後
に
申
告
を
さ
れ
て

税
額
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
、
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
（
引
き
落
と
し
）
が
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
配
偶
者
控
除
の
改
正

　
平
成
30
年
分
申
告
か
ら
、
配
偶
者
の
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
で
あ

っ
て
も
、
納
税
義
務
者
本
人
の
合
計
所
得

金
額
に
応
じ
て
、
新
た
に
所
得
制
限
が
設

け
ら
れ
ま
す
。

　
合
計
所
得
金
額
が
、
９
０
０
万
円
（
給

与
収
入
の
み
の
場
合
は
１
１
２
０
万
円
）

を
超
え
る
と
、
控
除
額
が
段
階
的
に
減
少

し
、
合
計
所
得
金
額
が
１
０
０
０
万
円

（
給
与
収
入
の
み
の
場
合
は
１
２
２
０
万

円
）
を
超
え
る
と
配
偶
者
控
除
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▼
配
偶
者
特
別
控
除
の
改
正

　
平
成
29
年
分
申
告
ま
で
は
、
配
偶
者
特

別
控
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
配
偶
者
の

前
年
の
合
計
所
得
金
額
の
上
限
が
76
万
円

（
給
与
収
入
の
み
の
場
合
は
１
４
１
万
円
）

未
満
で
し
た
が
、
平
成
30
年
分
申
告
か
ら

は
合
計
所
得
金
額
が
１
２
３
万
円
（
給
与

収
入
の
み
の
場
合
は
約
２
０
１
万
円
）
以

下
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
納
税
義
務
者
本
人
の
合
計
所
得

金
額
に
応
じ
て
、
控
除
額
が
段
階
的
に
減

少
す
る
よ
う
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
０
９
７

還
付
金
の
受
取

　
還
付
金
の
受
け
取
り
は
、
申
告
者
本
人

名
義
の
口
座
に
限
り
振
り
込
み
が
可
能
で

す
。
本
人
名
義
の
口
座
で
あ
っ
て
も
、
預

貯
金
口
座
名
義
に
店
名
、
事
務
所
名
な
ど

の
名
称
（
屋
号
）
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合

ま
た
は
名
義
が
旧
姓
の
ま
ま
で
あ
る
場
合

は
、
振
り
込
み
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀
行
は
、

特
定
の
銀
行
を
除
い
て
還
付
金
の
振
り
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。
取
引
先
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
銀
行
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
泉
大
津
税
務
署

　
　
　
☎
０
７
２
５（
３
３
）５
６
０
１

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ

今月が納期限の税金

〈固定資産税〉�
〈都市計画税〉�
第4期分

2月28日までにお近くの�
金融機関またはコンビニエンス�
ストア等で納めてください。
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お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

▔国
民
年
金

確
定
申
告
の
際
に
は「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

　
平
成
30
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で

に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
の
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
平
成
30
年

の
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
そ
の
分
だ
け
課

税
所
得
が
少
な
く
な
り
、
所
得
税
と
市
・

府
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
30
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

本
部
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
確
定
申
告
で
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
申
告
す
る
際
は
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
30
年
10
月
２
日

以
降
に
初
め
て
保
険
料
を
納
め
た
方
に
対

し
て
は
、
２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照
会
は
、
ね
ん
き

ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
（
０
０

３
）
０
０
４（
月
〜
金
曜
日
の
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
７
時
、
第
２
土
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

４
月
か
ら
産
前
産
後
期
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す

免
除
期
間　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

※
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま

　
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
か
月
前

　
か
ら
６
か
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が

　
免
除

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）
以

　
上
の
出
産
の
こ
と
（
死
産
、
流
産
、
早

　
産
を
含
む
）

対
象　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
出

産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
方

届
出
時
期　
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か

ら
届
出
可
能

※
届
出
の
受
付
は
、
平
成
31
年
４
月
以
降

持
ち
物　
▼
出
産
前
に
届
出
す
る
場
合
は

母
子
健
康
手
帳
な
ど
、
▼
出
産
後
に
届
出

す
る
場
合
は
指
定
な
し
、
▼
出
産
後
に
被

保
険
者
と
子
が
別
世
帯
と
し
て
届
出
す
る

場
合
は
、
出
生
証
明
書
（
出
産
日
お
よ
び

親
子
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
）
な
ど

※
届
書
は
、
市
役
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

届
出
・
問
合
先　
市
民
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
４
１

国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
を
民
間

委
託
し
て
い
ま
す

　
日
本
年
金
機
構
は
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
め
忘
れ
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・

個
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
や
免
除

等
の
申
請
手
続
き
の
ご
案
内
を
民
間
事
業

者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

委
託
・
問
合
先　
日
立
ト
リ
プ
ル
ウ
ィ
ン

（
株
）
☎
０
１
２
０（
２
１
１
）２
３
１

▔国
民
健
康
保
険

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

　
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
全
員
が
１
年
間
（
毎
年
８
月
１
日
か

ら
翌
年
７
月
31
日
ま
で
）
に
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合

計
し
、
基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の

超
え
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

　
3
月
上
旬
に
、
支
給
の
対
象
者
へ
お
知

ら
せ
と
支
給
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
封
の
封
筒
で
府

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
の
対
象
は
平
成

29
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
７
月
31
日

ま
で
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問
合
先　
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

給
付
課
☎
０
６（
４
７
９
０
）２
０
３
１

資
格
喪
失
の
手
続
き
を�

�

　
　
　
お
忘
れ
な
く
！

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、

新
た
に
社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
方
は
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必

要
で
す
。
手
続
き
の
際
は
、
社
会
保
険
等

の
保
険
証
・
国
民
健
康
保
険
証
・
印
鑑
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー

ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４
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▔各
種

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談

日
時　
第
1
・
3
金
曜
日
の
午
後
1
時

〜
4
時

場
所　
市
役
所
（
本
館
2
階
）

▼
人
権
擁
護
委
員
（
順
不
同
）

西
中
隆
さ
ん
・
山
路
駒
子
さ
ん
・
石
田
孝

文
さ
ん
・
西
川
祐
子
さ
ん
・
宮
本
純
子
さ

ん
・
礒
部
浩
明
さ
ん
・
中
谷
喜
久
代
さ
ん

問
合
先　
人
権
推
進
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
７
９

２
月
20
日
に
市
内
の�

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

放
送
が
流
れ
ま
す

　
地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
訓
練

で
、
高
石
市
以
外
の
全
国
の
地
域
で
も
同

様
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

放
送
時
間　
午
前
11
時
頃

問
合
先　
危
機
管
理
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
４
７

調
理
員
を
募
集

募
集　
１
人

勤
務
場
所　
市
立
各
小
学
校

雇
用
期
間　
平
成
31
年
4
月
1
日
〜
平
成

32
年
3
月
31
日

業
務
内
容　
給
食
調
理
業
務

時
給　
１
２
９
５
円

応
募
・
問
合
先　
履
歴
書
を
２
月
12
日
〜

28
日
（
必
着
）
ま
で
に
教
育
総
務
課
☎

（
275
）６
４
２
９
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

保
育
士
お
よ
び
調
理
員
を
募
集

募
集　
Ａ
：
保
育
士
（
要
資
格
）
、
Ｂ
：

調
理
員
い
ず
れ
も
2
人
程
度

勤
務
場
所　
市
立
保
育
所

雇
用
期
間　
平
成
31
年
4
月
1
日
〜
平
成

32
年
3
月
31
日
（
更
新
可
）

業
務
内
容　
Ａ
：
児
童
の
送
迎
時
間
帯
の

保
育
、
Ｂ
：
給
食
等
の
調
理

時
給　
い
ず
れ
も
１
１
０
０
円
程
度

応
募
・
問
合
先　
履
歴
書
・
資
格
書
の
写

し
を
子
育
て
支
援
課
☎（
275
）６
３
５
９
へ

持
参
ま
た
は
郵
送

よく利用している通販サイトから、「無料日帰りバスツアーに当選した」
というパンフレットが送られてきたので、友人と参加した。最初に毛皮工場
に立ち寄り、会議室のようなところで高額な毛皮製品を勧められた。いろいろな商品を試着した後に、再
度、気に入った商品の試着を勧められ、購入してもよい雰囲気になり、約80万円の毛皮のコートをクレジッ
トで契約した。その直後から後悔し、夜も眠れない。クーリング・オフして契約をやめたい。（60歳代　女性）

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r懸賞で当たった

日帰りバス旅行で
高額な商品を買うはめに

休館日 土・日曜日、祝日

スーパーマーケットや通信販売会社などの懸賞で当選し、無料または格安のバ
ス旅行に参加したところ、途中で立ち寄った施設で高額な宝石や毛皮製品等を

勧められたという相談が寄せられています。 その場の雰囲気にのまれたり、旅という
非日常の中で気分が高揚したりしてつい購入してしまうケースが見られます。冷静に
なり、本当に必要なものかをよく考えましょう。必要なければきっぱりと断ることが大
切です。 要件を満たせばクーリング・オフ等が出来る場合もあります。困ったときは、
早めに消費生活センターにご相談ください。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※国民生活センター「見守り新鮮情報第304号」から抜粋・イラスト黒崎玄

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください
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お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

みん
ないっしょ

に生きる社会を

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
「
す
べ

て
の
人
々
の
人
権
を
実
現
」
を
明
記

し
、
２
０
１
５
年
、
国
連
総
会
が
全

会
一
致
で
採
択
し
た
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
」
は
、
貧

困
に
終
止
符
を
打
ち
、
地
球
を
保
護

し
、
す
べ
て
の
人
が
平
和
と
豊
か
さ

を
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

め
ざ
す
普
遍
的
な
行
動
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
国
連
は
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
国
際
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て

達
成
す
べ
き
17
の
目
標
の
調
査
結
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

■
目
標
１　

貧
困
を
な
く
そ
う

　

１
日
１
ド
ル
90
セ
ン
ト
未
満
で
暮

ら
す
人
々
は
、
極
度
の
貧
困
状
態
に

あ
る
と
み
な
さ
れ
、
依
然
と
し
て
７

億
８
３
０
０
万
人
を
数
え
ま
す
。
し

か
も
そ
の
約
半
数
が
ア
フ
リ
カ
の
サ

ハ
ラ
砂
漠
以
南
で
、
約
3
分
の
1
が

南
ア
ジ
ア
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
２

０
１
６
年
の
推
計
に
よ
る
と
、
何
ら

か
の
社
会
保
障
給
付
の
対
象
者
は
世

界
人
口
の
45
％
に
す
ぎ
ず
、
40
億
人

が
依
然
と
し
て
保
護
を
受
け
ら
れ
な

い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

■
目
標
２　

飢
餓
を
ゼ
ロ
に

　

食
料
不
安
を
抱
え
る
人
々
の
数
は

現
在
、
増
加
に
転
じ
て
い
る
も
の
と

見
ら
れ
て
い
ま
す
。
栄
養
不
良
に
陥

っ
て
い
る
人
々
は
、
主
と
し
て
紛
争

や
干
ば
つ
、
気
象
変
動
関
連
の
災
害

に
よ
り
、
２
０
１
６
年
に
は
８
億
１

５
０
０
万
人
へ
と
増
大
し
て
い
ま
す
。

■
目
標
３　

す
べ
て
の
人
に
健
康
と

福
祉
を

　

全
世
界
の
５
歳
未
満
の
幼
児
死
亡

率
は
、
２
０
０
０
〜
２
０
１
６
年
に

か
け
て
47
％
低
下
し
、
５
歳
未
満
の

死
者
数
も
合
計
で
９
９
０
万
人
か
ら

５
６
０
万
人
へ
と
減
少
。
最
も
大
き

な
健
康
上
の
課
題
を
抱
え
る
地
域
で

も
、
大
幅
な
前
進
が
見
ら
れ
ま
す
。

２
０
０
０
年
以
来
、
ア
フ
リ
カ
の
サ

ハ
ラ
砂
漠
以
南
で
は
、
妊
産
婦
死
亡

率
が
35
％
、
5
歳
未
満
死
亡
率
が
50

％
、
そ
れ
ぞ
れ
低
下
。
全
世
界
の
Ｈ

Ｉ
Ⅴ
感
染
率
は
２
０
０
５
〜
２
０
１

６
年
に
か
け
、
千
人
当
た
り
0.40
人
か

ら
0.26
人
へ
と
低
下
。
し
か
し
、
ア
フ

リ
カ
の
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
出
生
年

齢
女
性
に
つ
い
て
は
、
感
染
率
が
千

人
当
た
り
2.58
人
と
極
め
て
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
の
時
点
で
、

世
界
人
口
の
ほ
ぼ
12
％
（
8
億
人
以

上
）
は
家
計
支
出
の
10
分
の
1
以
上

を
医
療
に
費
や
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
割
合
は
２
０
０
０
年
の
9.7
％
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
２
０
３
０
年
ま
で

に
全
世
界
で
マ
ラ
リ
ア
を
撲
滅
す
る

目
処
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
２
０
１

６
年
の
時
点
で
、
マ
ラ
リ
ア
患
者
は

２
億
１
６
０
０
万
人
に
達
し
て
い
ま

す
。

■
目
標
４　

質
の
高
い
教
育
を
み
ん

な
に

　

幼
児
と
思
春
期
の
子
ど
も
の
過
半

数
は
、
最
低
限
の
読
み
書
き
計
算
能

力
を
身
に
着
け
て
い
ま
せ
ん
。

■
目
標
５　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実

現
し
よ
う

　

南
ア
ジ
ア
で
は
、
女
性
が
子
ど
も

の
う
ち
に
結
婚
す
る
リ
ス
ク
が
40
％

以
上
も
低
下
し
て
い
ま
す
。
一
日
当

た
り
平
均
で
、
女
性
が
無
償
の
家
事

や
育
児
、
介
護
労
働
に
従
事
す
る
時

間
は
、
男
性
の
３
倍
に
上
り
ま
す
。

■
目
標
６　

安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を

世
界
中
に

　

２
０
１
５
年
時
点
で
、
10
人
に
３

人
が
安
全
に
管
理
さ
れ
た
飲
料
水
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

10
人
に
６
人
は
安
全
に
管
理
さ
れ
た

衛
生
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
い
状

態
に
あ
り
ま
す
。
同
じ
く
２
０
１
５

年
時
点
で
、
23
億
人
が
依
然
と
し
て
、

基
本
的
な
水
準
の
衛
生
サ
ー
ビ
ス
さ

え
受
け
ら
れ
ず
、
８
億
９
２
０
０
万

人
が
屋
外
排
泄
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
続
き
は
次
号
で
。
）

　
　
　
　
　
　

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
275
）
６
２
７
９

ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）の報告①

日時　3月18日・19日いずれも午後 6時～8時 30分
場所　高石商工会議所（3階）　　募集　15人（先着順）
講師　永井俊二さん（中小企業診断士・1級販売士）、日本政策金融公庫堺支店
　　　担当者
申込・問合先　3月13日までに申込書に必要事項を記入し商工会議
　　　　　　　所☎（264）1888へ

318

創業セミナー

▼ 高石商工会議所等の創業支援紹介

▼ 大阪府施策の紹介

▼ jSTATMAP（統計）を活用した商圏調査　等

▼ 創業計画書の作成手法

▼ 資金調達

▼ 成功事例紹介　等

※申込される方は、両日受講してください。

受講料 
無料

独立開業・起業について学びたいという方へ、現場経験豊富なコンサルタ
ントが起業方法を解説します。皆さんの開業・起業のスタートダッシュにつ
なげます。

高石市の創業支援事業計画に基づく特定創業支援事業

夢にチャレンジ！！

（月）

319
（火）


